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別
所
温
泉
地
区
に
伝
わ
る
、
雨
ご
い
の
奇
祭
「
岳
の
幡
」
が
出
演
。
世
界
に
む
け
発
信
さ
れ

た
。

(
2
月
辺
目
、
長
野
市
南
長
野
運
動
公
園
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
閉
会
式
場
)

ク冬季競技大会開会式":1 長野オリンビ

5万人がちょうちんを手に「故郷(ふるさと)Jを大合唱。

人口/122，408人(+3) 男/60，131人(+6) 女/62，277人(-3) 世帯/43，485(+37) 
外国人登録者数/2，636人(+18) 男/1，484人(+5) 女/1，152人(+13) ()は前月比

色鮮やかな幡が閉会式を盛りよげた。

EE盤面躍趨圏



.対象者

平成10年2月1日(基準日〉現在、次のいずれかの年金または手

当の、今年2月分を受給できるかた

①老齢福祉年金

②障害基礎年金等 (ア)年金証書の年金コードの先頭3桁が 1635.J

または 1265Jに該当するもの (イ)年金証書の年金コードの先

頭3桁が 1535Jまたは 1062Jに該当するもの(平成9年度の個

人の市民税が課せられなかったかた〉

③遺族基礎年金等 (ア)年金証書の年金コードの先頭3桁が 1275J

または 1285Jに該当するもの (イ〉年金証書の年金コードの先

頭3桁が 1645J、、1072J、1082Jまたは 1102Jに該当するもの

(平成9年度の個人の市民税が課せられなかったかた〉

④児童扶養手当

⑤特別児童扶養手当(手当の制度上の受給者は親または養育者となっ

ていますが、給付金は障害児のかたが支給対象となります)

⑥特別障害者手当

⑦障害児福祉手当

⑧福祉手当(経過措置分)

⑨原爆被爆者諸手当(医療特別手当、特別手当、健康管理手当、保

健手当)

※①から⑨までに該当する場合でも、基準日 (2月1日)に生活保

護を受けているかたや社会福祉施設に入所されているかたには、

別に一時金として 1万円が措置費に加算されますので¥この福祉

給付金は支給されません。

※②、③の(イ)については、本人が、他のかたの平成9年度分の

市民税額の算定に際し、控除対象配偶者または扶養親族となって

いる場合は、そのかたに平成9年度分の市民税が課せられなかっ

た場合に限ります。

圃問い合わせ

①から③の年金…国保年金課国民年金係(困1364・1365)
④、⑤の手当…福祉課母子児童係(困1608・1610)
⑥から⑨の手当…福祉課福祉係(困1602"-'1604) 

臨時特別給
(特別給付金)

支給対象者 圃
1人につき ・

.対象者

基準日 (2月1日)に65歳以上のかた(昭和8年2月1日以前に

生まれたかた)で、平成9年度の個人の市民税が課せられなかった

かた(本人が、他のかたの平成9年度分の市民税額の算定に際して、

控除対象配偶者または扶養親族となっている場合は、そのかたに平

成9年度分の市民税が課せられなかった場合に限ります)。

※上記に該当する場合でも、生活保護を受けているかたなどには支

給されませんO

※同ーのかたが I1の福祉給付金」の支給要件に該当する場合は

IllIの特別給付金Jは支給されません。

圃問い合わせ

健康推進課在宅高齢者サービス係(直通固③51 3 1) 

広義Fラ左足~'1ι 【2】3. 

課
税
状
況
を
確
認
し
ま
す

同
意
欄
に
記
入
と
押
印
を
/

「
I
の
福
祉
給
付
金
の
う
ち
②
、
③
の
(
イ
)
」
、

「
E
の
介
護
福
祉
金
」
、
「
E
の
特
別
給
付
金
」
は
、

市
民
税
の
課
税
状
況
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
申
請
さ
れ
る
か
た
は
支
給
申
請
書
の
同

意
欄
へ
の
記
入
と
押
印
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
平
成

9
年

1
月
2
日
以
降
に
上
田
市
へ

転
入
し
た
か
た
は
、
転
入
前
の
申
請
者
本
人
の
税

額
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
申
請
者
本
人
を

控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族
と
し
て
住
民

税
の
申
告
を
し
て
い
る
か
た
が
上
田
市
以
外
の
場

合
は
、
そ
の
市
町
村
の
税
額
証
明
書
が
必
要
と
な
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置
給対象者
人につき

平成10年分所得税等の特別減税に関連し、老齢福祉年金の受給者等および高齢の低所得者のかたの生活の安定

と福祉の向上ならびに低所得の在宅寝たきり老人のかた等に対する在宅介護の支援のため、固から臨時福祉特別

給付金が支給されることになりました。該当するかたは 3月20日後)までに申請の手続きをしてください。

霊勝雄委のか~"'JIJ.1Ii働~でに.讃&ノ
・申請の方法

「申請書」と「口座振込み依頼書」は¥3月9日(月)までに該当すると

見込まれるかたのところへ¥民生児童委員さんが直接¥または郵送でお

届けする予定です。「申請書」と「口座振込み依頼書」の所定事項に記

入・押印のうえ¥3月9日(月)から 3月20日(金)までの聞に、それぞれの給

付の関係課(国保年金課・福祉課・健康推進課〉に提出(郵送〉してく

ださ l¥。なお、郵送の場合でも¥3月20日(金)までに届くようお願いしま

す。

また¥申請に必要な書類は¥関係課および支所の窓口にも用意してあ

ります。

.支給の方法と時期

申請後、内容審査の結果この給付金の制度に該当する場合は¥口座振

込み依頼書に基づき¥本人または代理人の口座へ4月末ごろ入金します。

.対象者

基準日 (2月 1日)に、平成9年度の市民税所得割が課せられ

なかったかた(本人が、他のかたの平成9年度分の市民税額の算

定に際し、控除対象配偶者または扶養親族となっている場合は、

そのかたに平成9年度分の市民税所得割が課せられなかった場合

に限ります)、または生活保護を受けているかたで次のいずれか

に該当するかた

①基準日 (2月 1日)において、平成9年8月 1日以前 (6か月

以上)から寝たきりまたは痴ほう等の状態にあるため、常時介護を必要としている65歳以

上のかた(昭和8年2月 1日以前に生まれたかた)。

②今年2月分の特別障害者手当、障害児福祉手当または福祉手当(経過措置分)を受給でき

るかた。

※基準日 (2月 1日〉に、病院・診療所または老人保健施設に平成9年10月31日以前 (3か

月以上〉から継続して入院または入所しているかた、特別養護老人ホームなどの社会福祉

施設に入所しているかた(養護委託されているお年寄りのかたも含まれます)には、介護

福祉金は支給されませんO

※介護福祉金は、 I1の福祉給付金」や 1mの特別給付金」と異なり、寝たきりのお年寄り

などに対する在宅介護の支援を目的として支給されることから、同一人のかたが I1の福

祉給付金」や 1mの特別給付金」の支給要件に該当する場合も支給の対象になります。

.問い合わせ

福祉課福祉係ベ直通固⑫51 30) 

寺介護福祉金
(介護福祉金)

り
ま
す
(
特
に
、
申
請
す
る
本
人
の
健
康
保
険
証

が
遠
隔
地
で
発
行
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
税
金
申

告
上
の
扶
養
親
族
に
入
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
扶
養
に
し
て
い
る
か
た
の
税
額
証
明

書
が
必
要
と
な
り
ま
す
)
。
添
付
さ
れ
な
い
場
合

は
、
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

3. 広報Fラ;Æ~'1乱【3】



貴重な一票を市政に反映しましょう。選挙です。

タ
砂
伊
第
で
香
る
か

κ

投
票
日
現
在
、
満
別
歳
以
上
(
昭

和
臼
年

3
月
幻
日
以
前
の
生
ま
れ
)

で
平
成

9
年
ロ
月
比
日
以
前
か
ら
、

引
き
続
き
上
田
市
に
住
ん
で
い
て
、

住
民
登
録
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
し

入
場
券
が
郵
送
さ
れ
て
い
て
も
、
投

票
日
ま
で
に
市
外
へ
転
出
し
た
か
た

は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

実
都
内
で
，
転
居
さ
れ

κか
κ

3
月

6
日
ま
で
に
転
居
の
届
け
出

を
し
た
か
た
は
、
新
し
い
住
所
地
の

投
票
所
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

3
月

7
日
以
降
に
転
居
届
け
出
を

し
た
か
た
は
、
前
の
住
所
地
の
投
票

所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。•• • .I  • 

佐
官
入
場
券

投
票
所
の
入
場
券
は
、
郵
送
で
お

届
け
し
ま
す
。
発
送
日
は
、

3
月
刊

日
の
予
定
で
す
。
入
場
券
は
郵
便
は

が
き

1
枚
に
世
帯
単
位
の

4
名
連
記

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
一
人
ず
つ

切
り
離
し
て
投
票
所
へ
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

な
お
、
入
場
券
が
届
か
な
い
場
合

や
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、
投
票
日
に

投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
の
う
え
、

再
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ヲk
稼
醤聖書

ター

所

投
票
所
は
入
場
券
に
記
載
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
う
え
、
お

間
違
え
の
な
い
よ
う
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

-
投
票
所
変
更
の
お
知
ら
せ

IIJ 

可L V
~可司・F

こ
の
た
び
の
選
挙
か
ら
、
下
郷
、

矢
沢
、
赤
坂
の
-自
治
会
区
域
内
に
お

住
ま
い
の
か
た
は
、
上
田
市
ま
ほ
ろ

、

ば
の
里
交
流
会
館
に
投
票
所
が
変
更

と
な
り
ま
す
。

S
F
d伊
4
Fで
多
弘
M
d
w
同

投
票
時
間
は
、
午
前

7
時
か
ら
午

後

6
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
須
川
、

畑
山
、
長
入
、
岩
清
水
、
野
倉
の
各

投
票
所
は
午
後

5
時
ま
で
で
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

投
票
は
な
る
べ
く
早
め
に
時
間
の

余
裕
を
み
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

タ砂伊
4

穿
の
レ
か

μ

-
投
票
の
順
序

は
じ
め
に
、
上
田
市
長
選
挙
の
投

票
、
次
に
上
田
市
議
会
議
員
補
欠
選

挙
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

-
投
票
の
方
法

①
上
田
市
長
・
・
・
記
号
式
投
票
で
す
の

て
候
補
者
名
の
上
欄
に
投
票
所

備
え
付
け
の
ゴ
ム
印
で

O
印
を
押

し
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

市長選 (投票用紙は白色紙に黒刷)

(l、ずれかの欄にO印を一つだけおす〉
上田市長選挙投票用紙見本

v + 

ii読i;1iii i 「す O 
トー 0注 士

智事義・ ，~ .G.i:¥ 男-

O O 
O O イ;回O O 

備え付けのO印のゴム印以外のものを使用して
O印をしたものは無効投票になります。

②
上
田
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
・
・
・
白

書
式
で
す
の
で
、
候
補
者
の
氏
名

を
書
い
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
日

圃司|

I 

P2苅 l

| 

医司|
医ヨl
Fヨ|

月

(ー

市議補選 (投票用紙は桃色紙に黒刷)

上田市議会議員補欠選挙投票用紙見本

【4】

候5映写
楠補q
IIH 1j ~ 
で の U.
は民L 住2
い名
古 .~ ，まな‘
の 、

氏。欄I
名i内h
はに

か人:
は {~~ 4 

L、 〈

とと

3. 広義Fラ;i.~'1乱

-
自
分
で
書
け
な
い
か
た
は

手
の
不
自
由
な
か
た
や
字
を
書
く

こ
と
の
で
き
な
い
か
た
の
た
め
に
、

投
票
所
の
係
員
が
代
わ
っ
て
記
入
す

る
代
理
投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

投
票
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
安
心
く
だ
さ
い
。

-
自
の
見
え
な
い
か
た
は

点
字
で
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。日

(日)



21世紀への掛け橋となる最も身近で大切な

不
在
者
投
票
は
お
早
め
に

投
票
日
に
、
出
張
や
旅
行
な
ど
で
出
か
け
る
か
た
の
た
め
に
、

に
投
票
で
き
る
不
在
者
投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

4 
b 
夕、
f:; 

マ
投
票
日
に
、
自
分
の
投
票
区
の
区

域
外
で
、
職
務
ま
た
は
業
務
に
従

事
す
る
か
た

マ
や
む
を
得
な
い
用
務
の
た
め
、
市

外
に
旅
行
ま
た
は
滞
在
中
の
か
た

マ
疾
病
、
負
傷
、
妊
娠
等
に
よ
り
、

歩
く
こ
と
が
困
難
な
か
た

マ
場
所

選
挙
管
理
委
員
会
室
(
市
役
所
南

庁
舎

5
階
)
お
よ
び
豊
殿
、
塩
田
、

金

6 

13 

@ぐコ投票日

本庁での E二コ支所での
不在者投票期間 不在者投票期間

14 

土

21 

7 

木

5 

12 

水

4 

11 

火

3 

10 

月

2 

9 

日

8 
3月

投
票
日
前

川
西
の
各
支
所
。

マ
期
間

3
月
日
日
間
か
ら

3
月
幻
自
由
ま

で
(
土
曜
・
日
曜
も
含
む
)
。

た
だ
し
、
各
支
所
に
お
け
る
不
在

者
投
票
は
、

3
月
刊
日
附
ま
で
で

す
。

マ
時
間

午
前

8
時
加
分
か
ら
午
後

5
時
ま

で
。

マ
持
ち
物

入
場
券
(
届
い
て
い
る
場
合
)
と

印
鑑
。

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
か
た

で
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
か
た
に

は
、
自
宅
に
い
た
ま
ま
投
票
で
き
る

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
選
挙
管
理
委
員
会

に
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

4 
4向
!続
完売
~ 
~ 

不
在
者
投
票
の
で
き
る
次
の
施
設

に
入
っ
て
い
る
か
た
は
、
そ
の
施
設

投票日に行けない人も大丈夫。
に
お
い
て
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

の
で
、
病
院
長
等
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

マ
市
内
の
指
定
施
設

国
立
長
野
病
院
・
安
藤
病
院
・
千

曲
荘
病
院
・
上
田
病
院
・
小
林
脳

神
経
外
科
病
院
・
柳
沢
病
院
・
報

恩
寮
・
長
寿
園
・
室
賀
の
里
・
上

田
し
い
の
み
園
・
し
い
の
み
療
護

園
・
御
所
苑
・
ほ
の
ぼ
の

※
な
お
、
不
在
者
投
票
所
に
は
候
補

者
の
氏
名
を
掲
示
し
て
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

直
崎
直
閣
一

.
飲
食
物
の
提
供
の
禁
止

選
挙
運
動
に
関
し
て
は
、
飲
食

物
を
提
供
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
お
茶
や
日

常
用
い
ら
れ
て
い
る
程
度
の
菓
子

は
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

陣
中
見
舞
い
に
選
挙
事
務
所
等

へ
清
酒
を
持
っ
て
い
く
こ
と
も
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
音
ゆ

選
挙
公
報

候
補
者
の
氏
名
、
経
歴
、
政

見
な
ど
を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
が

発
行
さ
れ
ま
す
。
自
オ

治
会
長
さ
ん
の
ご
協
昨

φ

力
を
お
願
い
し
て
全
代
初
ト

世

帯

に

配

布

し

ま

す

説

会

が
、
自
治
会
に
加
入
ぁ
政

J

さ
れ
て
い
な
い
な
ど
の
理
由
で
、

く
だ
さ
い

0

.
戸
別
訪
問
の
禁
止

立
候
補
届
出
後
で
あ
る
か
立
候

補
の
決
意
前
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、

連
続
し
て
戸
別
に
選
挙
人
の
居
宅

を
訪
問
し
、
投
票
を
依
頼
し
た
り

す
る
行
為
は
、
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。そ

の
他
選
挙
運
動
な
ど
に
つ
い

て
ご
不
明
な
点
は
選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

直
接
送
達
を
希
望
す
る
か
た
は
、

事
前
に
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。
郵
送
し
ま
す
。

ま
た
、
万
一
未
着
の
場
合
は
豊

)

殿

・

塩

田

・

川

西

9
i
ν
ゅ
の
各
支
所
、
ま
た

!
同
町
川
常
付
は
市
役
所
に
予
備

グ
ト
K
的
ド
を
置
い
て
あ
り
ま

で

{

す

の

で

、

お

申

し

出
く
だ
さ
い
。

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の
設
置
に
ご
協
力
を
/

市
で
は
、
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー

一
を
は
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

掲
示
場
を
市
内

3
9
4か
所
に
設

一

な
お
、
こ

t

の
掲
示
場
を
壊
し
た

置
し
ま
す
。

一
り
ポ
ス
タ
ー
を
破
い
た
り
す
る
と

候
補
者
は
、
こ
の
掲
示
場
以
外

一
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
の
で

の
場
所
に
選
挙
運
動
用
の
ポ
ス
タ
ー

…
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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八
幡
大
神
県
社
入
口
の
鳥
居

• 
平
安
時
代

(
7
9
4
1ーー

q
2
)

あ

そ

の
塩
田
は
安
宗
郷
ど
呼
ば
れ
そ
の
中

心
は
本
郷
(
現
上
本
郷
・
下
本
郷
)

で
し
た
が
、
平
安
末
期
の
こ
ろ
か
ら

塩
田
荘
(
庄
)
ど
な
リ
、
政
治
の
中

心
が
五
加
に
移
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
単
に
役
所
の
所
在
地
が
移

動
し
た
と
い
う
事
で
は
な
く
、
中
央

に
武
家
政
権
が
誕
生
し
鎌
倉
時
代
が

始
ま
る
国
政
の
変
革
期
に
、
塩
田
地

方
に
も
政
治
的
変
動
が
あ
っ
た
こ
と

を
意
味
し
て
い
ま
す
。

た
か
み
つ

そ
の
中
心
人
物
が
塩
田
八
郎
高
光

と
い
う
豪
族
で
五
加
に
居
館
が
あ
リ

ま
し
た
。
場
所
は
内
堀
・
中
屋
敷
・

城
村
の
地
名
が
残
る
今
の
内
堀
団
地

の
と
こ
ろ
で
、
居
館
は
産
川
を
自
然

の
堀
と
す
る
雄
大
な
規
模
の
も
の
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

塩
田
八
郎
高
光
は
こ
こ
を
拠
点
と

し
て
安
宗
郷
領
有
の
勢
力
を
追
い
払

い
塩
田
の
土
地
を
天
皇
に
寄
進
し
、

そ
の
荘
園
の
管
理
者
と
し
て
実
権
を

握
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
(
『
上
田
小
県
誌
』

第
一
巻
)
。

と
こ
ろ
が
、
塩
田
八
郎
高
光
の
名

は
木
曾
義
仲
が
平
家
を
倒
す
た
め
白

鳥
河
原
(
現
東
部
町
)
に
兵
を
集
め

た
と
き
、
一
度
出
て
く
る
だ
け
で
詳

し
い
こ
と
は
全
く
不
明
と
い
う
謎
に

満
ち
た
人
物
な
の
で
す
。

そ
の
塩
田
八
郎
高
光
が
社
殿
を
造

営
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
八
幡
神
社
の

広
い
神
域
に
立
ち
ま
す
と
、
五
加
に

は
中
世
の
ロ
マ
ン
が
秘
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
な
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
神
社
の
市
指
定
文
化
財
の

の
ぼ
リ

「
五
反
機
」
は
白
布

5
反
を
縫
い
合

わ
せ
た
も
の
で
、
佐
久
間
象
山
の
筆

に
よ
リ
「
五
加
洪
福
村
」
「
八
県
明

、
裡
洞
」
ど
書
か
れ
て
い
ま
す
。
五
加

す
く
ね
の
か
み

を
幸
い
の
村
ど
讃
え
、
八
県
宿
、祢
神

を
明
ら
か
に
清
め
祭
る
と
い
う
意
味

で
す
。
境
内
に
は
そ
の
械
の
文
字
を

刻
ん
だ
見
事
な
石
碑
が
昭
和
日
年
に

建
立
さ
れ
ま
し
た
。

参
道
入
ロ
に
立
つ
高
さ
8
・
6
メ
ー

ト
ル
の
石
燈
篭
も
市
指
定
文
化
財
で

県
下
で
は
最
大
級
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

竿
石
の
「
修
善
生
洪
福
」
(
善
を
修

め
大
き
な
幸
せ
を
生
む
)
の
文
字
は

勝
海
舟
の
書
で
す
。
幕
末
に
村
の
若

者
た
ち
に
よ
っ
て
建
立
が
計
画
さ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
克
服
し
て
明
治

引
年
に
よ
う
や
く
し
ゅ
ん
工
し
た
涙

ど
う
ろ
う

ぐ
ま
し
い
歴
史
を
も
っ
石
燈
龍
で
す
。

(
平
野
勝
重
)
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圃

夢
と
希
望
に
満
ち
た

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
す
/

秋
和
と
常
磐
城
地
区
で
計
画
し
て

い
る
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
者

「
上
田
市
秋
和
常
磐
城
土
地
区
画
整

理
組
合
」
が
、
長
野
県
知
事
よ
り
認

可
を
受
け
、
こ
の
ほ
ど
組
合
設
立
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
後
、
住
民

自
ら
が
知
恵
を
出
し
合
い
、
希
望
に

満
ち
た
ま
ち

c

つ
く
り
が
進
め
ら
れ
て

い
き
ま
す
。

-

t
-
-
ち
は
生
き
て
い
ま
す
。
そ
の
姿

1
1
1

一は
時
代
と
と
も
に
ど
ん
ど
ん
変

わ
り
、
自
然
景
観
な
ど
地
域
の
個
性

的
な
魅
力
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

希
望
の
持
て
る
り
っ
ぱ
な
ま
ち
を
つ

く
り
、
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と

が
私
た
ち
の
大
切
な
役
割
で
す
。

一
:
一
地
区
画
整
理
事
業
と
は
、
一
定

一
1
2
の
区
域
内
で
土
地
の
所
有
者
の

皆
さ
ん
か
ら
、
そ
の
所
有
す
る
土
地

等
の
面
積
や
位
置
な
ど
に
応
じ
て
公

平
に
土
地
を
提
供
(
減
歩
)
し
て
も

ら
い
、
こ
れ
を
道
路
・
公
園
な
ど
の

公
共
施
設
用
地
等
に
あ
て
、
土
地
の

利
用
価
値
を
高
め
、
健
全
な
街
と
す

る
事
業
で
、
次
の
よ
う
な
効
果
が
あ

り
ま
す
。

①
整
理
前
の
権
利
を
保
全
し
な
.

一
が
ら
事
業
を
行
う
た
め
、
長

.
年
地
元
で
培
わ
れ
て
き
た
地
一

.
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
そ
の
一

.

ま

ま

い

か

さ

れ

ま

す

。

園

一
②
子
ど
も
の
遊
び
場
や
憩
い
の
一

一
場
と
し
て
公
園
が
確
保
さ
れ
一

ま

す

。

一

一
③
地
区
内
の
す
べ
て
の
土
地
が
、

一
道
路
に
面
し
形
の
整
っ
た
利

一
用
し
や
す
い
も
の
と
な
り
、
一

一
境
界
も
明
確
に
な
り
ま
す
。
一

一
④
上
・
下
水
道
や
ガ
ス
な
ど
を

一
体
的
に
整
備
す
る
こ
と
が
一

一

で

き

ま

す

。

一

秋
和
常
磐
城
土
地
区
画
整
理
事
業

で
は
、
区
画
整
理
の
ほ
か
に
、
国
道

日
号
か
ら
国
道
問
号
上
田
バ
イ
パ
ス

を
結
ぶ
都
市
計
画
道
路
・
秋
和
神
畑

線
が
整
備
(
一
部
は
県
施
行
)
さ
れ
、

道
路
網
の
充
実
が
図
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
市
街
地
の
交
通
渋
滞
の
解
消
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

組
合
が
設
立
し
た
こ
と
に
伴
い
、

換
地
処
分
の
公
告
が
あ
る
日
(
平
成

日
年
度
予
定
)
ま
で
、
施
行
区
域
内

に
お
い
て
は
、
事
業
の
支
障
と
な
る

建
築
行
為
等
が
制
限
さ
れ
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

0

.
問
い
合
わ
せ
市
街
地
整
備
課

(
固
③
5
4
1
6
)

2
月
1
日
に
聞
か
れ
た
、

区
画
整
理
組
合
の
総
会

.上回都市計画事業秋和常磐城土地区画整理事業計画図

土
地

-事業の概要

①事業の名称・・・上田都市計画事業秋和常磐

城土地区画整理事業(組合施行〉

②施行区域の面積…約18.9h a 

③施行者・・・上田市秋和常磐城土地区画整理

組合

④施行期間…平成9年度~同15年度 (予定)

⑤事業内容 区画整理…約18.9ha、都市計

画道路…延長=約1，000m(幅員=

18----12m)、区画内道路…延長=

約 4，900m (幅員=6 ----4 m)、

水路 (延長=約 700m)、公園 3

か所(面積 5，700rrl)、調整池 1

か所
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休止のお知らせ
住民票等自動交付機

公共施設案内予約システム

3月7日出午前8時から午後2時まで、市役所庁舎停電

のため、住民票等自動交付機、公共施設案内予約システム

が休止となります。

この間は住民票等の発行および電話、街頭端末からの公

共施設の予約ができませんので、ご了承願います。

マ問い合わせ情報推進課(固③8241)

地
域
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
夢
」
創
造
/
上
小
新
時
代

••• 
マ
と
き

3
月
初
日
術
午
後
1
時

1
4
時
マ
と
こ
ろ
上
田
東
急
イ

ン
マ
名
称
新
幹
線
開
業
記
念
企

画
「
地
域
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
イ
ン

上
小
」
マ
内
容
基
調
講
演
、
公

開
討
論
会
、
地
域
づ
く
り
懇
談
会

マ
問
い
合
わ
せ
上
田
地
域
広
域
行

政
事
務
組
合
(
固
⑫
2
1
3
0
)

『
別
所
線
高
架
化
工
事
』

見
学
に
来
ま
せ
ん
か
?

••• 
現
在
建
設
中
の
上
国
交
通
別
所
線

高
架
化
工
事
の
『
現
場
見
学
会
』
を

開
催
し
ま
す
。

3
月
別
日
か
ら
は
高

架
で
の
運
行
と
な
る
た
め
、
今
回
は

線
路
の
上
を
歩
け
る
絶
好
の
機
会
で

す
。
お
お
ぜ
い
の
皆
さ
ん
ご
来
場
を
。

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
車
で
の
来

場
は
遠
慮
願
い
ま
す
。

マ
と
き

3
月
日
日
日
午
前
9
時

j
正

午

マ

と

こ

ろ

天

神

1
丁
目

(
見
学
会
の
入
口
は
上
田
駅
南
北
連

絡
通
路
で
す
)
マ
服
装
防
寒
着
、

運
動
靴
等
マ
問
い
合
わ
せ
都
市

計
画
課
(
固
⑫
5
1
2
7
)

平
成
叩
年
度
長
野
大
学

総
合
科
目
開
催
し
ま
す

••• 
マ
と
き

4
月
間
日
j

U
月
3
日

の
毎
週
木
曜
日
午
後
零
時
必
分

i
2

時
日
分
マ
と
こ
ろ
長
野
大
学
4
ー

1
0
1番
教
室
マ
講
義
テ

l
マ

地
方
自
治
と
ま
ち
づ
く
り
マ
受
講

料

6
0
0
0
円
と
登
録
料
マ
申

し
込
み

3
月
白
日
ま
で
に
、
氏
名
・

住
所
・
性
別
・
年
齢
・
職
業
・
電
話

番
号
を
記
入
の
う
え
、
は
が
き
で
、

長
野
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
(
干

3
8
6
1
1
2
9
8
上
田
市
下
之
郷

お 6
申 5
し 8
込|
み 1

さB
~ì 0 
o 0 
O 
7 

室
。
a
E

、∞吋

↓三
c
c
o「

平
成

9
年
度
新
映
像
塾

••• 
-
開
会
式
・
講
演
会

マ
と
き

3
月
比
日
出
午
後
1
時

加
分
か
ら
マ
と
こ
ろ
メ
デ
ィ
ア

ラ
ン
ド

U
E
D
A

マ
基
調
講
演

①
映
像
新
時
代
の
今
後
②
信
濃
で

は
「
月
」
と
「
仏
」
と
「
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
」
③
「
ア
イ
ド
ル
リ
カ

ち
ゃ
ん
」
は
こ
う
し
て
誕
生
し
た
/

・
作
品
発
表
会
・
閉
会
式

マ
と
き

3
月
幻
自
由
午
後
1
時

か
ら
マ
と
こ
ろ
メ
デ
ィ
ア
ラ
ン

ド
U
E
D
A

マ
同
時
開
催
子
ど

も
向
け
事
業
「
地
域
映
像
制
作
実
習
」

作
品
発
表
会

-
問
い
合
わ
せ
冨
a
s
d
F
m
m
2
6
4

新
映
像
塾
事
務
局
(
上
田
地
域
広
域

行
政
事
務
組
合
内
・
岡
⑫
2
1
3
0
)

乳
房
手
術
経
験
者
の
会

『
や
す
ら
ぎ
の
会
』
ヘ

••• 
マ
と
き

3
月
刊
ω
日
側
午
後
1
時

j

3
時
加
分
マ
と
こ
ろ
保
健
セ

ン
タ
ー
(
市
役
所
南
庁
舎
2
階
)

マ
対
象
乳
房
手
術
経
験
者
マ
内

容
①
保
健
婦
に
よ
る
血
圧
測
定
と J¥ 

相
談
②
講
演
会
『
病
気
に
勝
つ
た

め
に
』
(
講
師
:
・
斉
藤
外
科
医
院
院

長
・
斉
藤
元
康
さ
ん
マ
問
い
合
わ

せ
健
康
推
進
課
(
岡
②
8
2
4
4
)

【8】3. 

長
野
県
作
業
療
法
学
会

公
開
特
別
講
演
を
開
催

広寂ラ;Æ~'1ι

••• 
マ
と
き

3
月
初
仏
日
間
午
前
9
時

叩
分
1
1時
初

分

マ

と

こ

ろ

佐

久
創
造
館
体
育
館
マ
講
師
ア
イ

ス
ス
レ
ッ
ジ
ス
ピ
ー
ド
レ
l
ス百事宇・

土
田
和
歌
子
さ
ん
マ
テ

l
マ
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
見
え
て
き
た
こ
と

マ
入
場
料
無
料
マ
問
い
合
わ

せ
佐
久
総
合
病
院
作
業
療
法
科
・

笠
井
真
津
枝
(
固
0
2
6
7
@

3
1

3
1
)
 

消
費
生
活
講
座
を
開
催

講
演
会
に
お
出
か
け
を

••• 
マ
と
き

3
月
7
日
出
午
後

2
時

1
3
時
初
分

マ
と
こ
ろ
中
央
公

民
館
3
階

大

会

議

室

マ

演

題

自

分
が
出
す
ご
み
を
考
え
よ
う
i
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
か
ら
子
ど
も
や
孫
を
ま
も

ろ
う
i

マ
講
師
生
活
ク
ラ
ブ
生

活
協
同
組
合
連
合
会
検
査
室
主
任
研

究
員
・
槌
田
博
さ
ん
マ
受
講
料

無
料
マ
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境

課
(
固
⑫
5
1
2
0
)



a面

「お年寄りのぼけJについての相談会
ご家庭で痴ほう老人のお世話に困っているかた¥

くださ L¥O 

マとき 3月7日(土)午後 1時30分から 4時30分マ人数 3名ま

でマ相談担当 国立小諸療養所劃婦長 ・堀内静子さんマ問い合

わせ 中央デイサービスセ ンタ- (固⑫41 26) 

どうぞお出かけ電通草孟組三温温這逼2・
特別弔慰金の請求

はお済みですか?

平
成
叩
年
度
上
田
市

育
英
会
奨
学
生
募
集

••• 
マ
資
格

①
平
成
叩
年

4
月
か
ら

高
等
学
校
ヘ
進
学
す
る
生
徒
②
平

成
印
年

4
月
現
在
、
高
等
学
校
に
在

学
し
て
い
る
生
徒
③
平
成
叩
年

4

月

1
日
現
在
市
内
に

6
か
月
以
上
居

住
す
る
世
帯
の
生
徒
④
本
会
以
外

の
育
英
会
な
ど
の
給
付
を
受
け
て
い

な

い

生

徒

マ

申

し

込

み

在

学

し

て
い
る
中
学
校
、
高
等
学
校
の
担
任

の
先
生
に
相
談
し
、

3
月
初
日
働
ま

で
に
庶
務
課

(固
⑫
5
1
0
0
)
へ
。

マ
決
定
育
英
会
の
評
議
員
会
。

上
田
市
霊
園
使
用
者

補
充
募
集
し
ま
す
/

••• 
上
田
市
霊
園
の

6
区
画
に
つ
い
て

補
充
募
集
し
ま
す
。

マ
応
募
資
格
市
内
に
住
所
が
あ

り
現
在
墓
地
が
な
く
、
墓
地
を
必
要

と
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

か
た
。

①
遺
骨
を
預
け
る
所
が
な

く
、
自
宅
に
安
置
し
て
あ
る
か
た
。

②
遺
骨
を
親
戚
や
知
人
な
ど
の
墓

地
に
仮
埋
葬
さ
れ
て
い
る
か
、
も
し

く
は
寺
社
な
ど
の
納
骨
堂
に
預
け
て

あ
る
か
た
。

マ

申

し

込

み

3
月

刊
日
例
j
同
初
日
働
に
生
活
環
境
課

(
固
⑫

5
1
2
0
)
へ

。

マ

そ

の

他

応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

~請求期限は、

3月31日です./""-J 

戦没者の遺族に対する特別弔慰金

は、期限後では請求できませんO 戦

没者の遺族で、まだ請求手続きをし

ていないかたは、忘れずに期限内に

請求してください。

なお、請求書類は、市役所福祉課

にありますので、お手数でも受け取

りに来てくださ L、。

.支給対象者・・・次の要件をすべて満

たすかた(先順位のかた一人)

①昭和6年9月18日以後の戦没者

の遺族 ②戦没者の配偶者、子、父

母、孫、兄弟姉妹および生計関係の

あった三親等以内の親族 ③平成7
年4月1日の時点で、遺族のうち公

務扶助料等の受給者がいないこと

.金額と支給方法…額面40万円、
10年償還の無利子の記名国債で支給0

・請求受付・問い合わせ…福祉課

(市役所南庁舎1階・固③5130)

毎
年
、

3
月
か
ら

4
月
に
か
け
て

は
¥
就
職
・
退
職
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

そ
れ
に
伴
い
¥
国
保

(国
民
健
康
保

険
〉
も
加
入
や
脱
退
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
、
就
職
者
・

退
職
者
の
国
保
加
入
と
脱
退
に
つ
い

て
¥
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

園
国
民
皆
保
険
と
強
制
適
用

国
民
は
ど
な
た
で
も
、
い
ず
れ
か

の
医
療
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
(
国
民
皆
保
険
)
。

国
保
加
入
者
が
就
職
し
た
場
合

《届
け
出
》

い固
た保
保脱

+ー険退
韮者
父 多

11蔭

A
V
手
続
き
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
保
険
証

(
国
保
と
職
場
の
健
康
保
険

の
両
方
)
、
被
扶
養
者
が
い
る
場
合
は
社
会
保
険

資
格
取
得
証
明
書

勤
め
先
な
ど
で
は
、
国
保
脱
退
・
加
入
の
届
け
出
を
し
ま

せ
ん。

本
人
ま
た
は
家
族
が
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一
こ
の
た
め
、
健
康
保
険
、
共
済
組

一
合
な
ど
他
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て

一
い
な
い
か
た
に
は
、
本
人
の
意
思
に

一
か
か
わ
ら
ず
国
保
が
適
用
さ
れ
ま
す

一
(国
保
の
強
制
適
用
〉
の
で
、
た
と

一
え
、
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
て
い
な

一
い
か
た
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
国
保
に

一
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
一
〉
問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
課
(固

一

@
4
1
0
0
困
1
3
6
2
・
1
3
6

一

7
・
直
通
圃
@
5
1
1
8
)

健
康
保
険
加
入
者
な
ど
が

退
職
し
た
場
合

↑
 

老
齢
年
金
受
給
者
な
ど

で
刊
歳
未
満
の
か
た
。

(
退
職
者
医
療
制
度
)

自
己
負
担
:
本
人
2
割

家
族
3
割
(
入
院
2
割
)

広按ラZ万"1ι

健
康
保
険
な
ど
の
任
意
継
続

(
最
高
2
年
間
)
・
:
退
職
時
に

勤
め
先
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
:
・
本
人

2
割
、
家
族

3
割
(
入
院
2
割
)

任
意
継
続
が
終
了
し
た
と
き

《
届
け
出
》

国
保
に
加
入

(保
険
証
交
付
)

3. 

刊
歳
以
上
の
か
た

(
重
度
障
害
者
な
と
は
防
歳
以
上
)。

自
己
負
担
は
、
老
人
保
健
制
度
に
よ
り
少
額
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
国
保
税
は
刊
歳
に
な
っ
て
も
課
税
さ
れ
ま
す
。

【9】

A
V
手
続
き
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
証
明
書
、

既
に
同
一
世
帯
で
国
保
加
入
者
が
い

る
場
合
は

そ
の
保
険
証



1 

| 各ホール イベン卜案内 1 
(主催者の都合により変更する場合があります)

上田市民会館入場料300円
(各部門共通)第10岡上回文芸祭 し

第33回上田民踊まつり

(雀

上田市文化会館

市内で活躍している文化芸術団体が一堂に会します。

骨 上田市観光会館
展示部門 3月12日(ボ""15日(日)午前10時~午後4時

舞台部門器官会空前10時~午後4時30分

中;尺きみ子25周年記念

コンサー卜
文化課(固⑫51 0 2) 問い合わせ

セレスホール
固@0001

ホールこだま
固@3436

丸子町文化会館

まるこ春一番寄席
立川談志独演会

信州国際音楽村
3/271春色の薫り立つデユオコンサート
~A~I I フルート…山形由美 I 19:00 
山 l ギター…荘村清志

県
税
滞
納
処
分
に
よ
り

電
話
加
入
権
を
公
売
/

••• 
県
税
の
滞
納
処
分
に
よ
る
電
話
加

入
権
の
公
売
を
行
い
ま
す
。

進
学
、
就
職
、
転
勤
な
ど
で
新
し

く
電
話
が
必
要
に
な
る
か
た
、
あ
る

い
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
パ
ソ
コ
ン

通
信
な
ど
を
新
し
く
始
め
よ
う
と
お

考
え
の
か
た
は
、
経
済
的
な
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

3
月
幻
日
働
午
前

9
時

羽
分
か
ら
マ
と
こ
ろ
上
田
合
同

庁
舎

1
0
1会
議
室
(
材
木
町
1
丁

目
、
中
央
公
民
館
北
側
)
マ
入
札

時
間
午
前
叩
時
か
ら
刊
時
印
分

マ
方
法
競
争
入
札
マ
公
売
件
数

当

日

決

定

マ

公

告

場

所

上

田

合
同
庁
舎
前
掲
示
板
マ
入
札
参
加

者
印
鑑
持
参
で
本
人
が
お
越
し
く

だ
さ
い
(
代
理
人
の
場
合
は
、
本
人

自
筆
の
委
任
状
と
代
理
人
の
印
鑑
が

必
要
で
す
)
マ
問
い
合
わ
せ
上

小
地
方
事
務
所
税
務
課
収
税
係
(
固

@
7
1
1
8
)
 

タ
ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー

立
入
検
査
結
果
発
表

••• 
タ
ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー
は
計
量
法
に

よ
り
検
定
(
都
道
府
県
が
実
施
す
る

計
量
器
検
査
)
の
有
効
期
間

(
1年
)

を
超
え
て
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

市
で
は
毎
年
、
営
業
所
や
駅
前
に

停
車
中
の
車
の
立
入
検
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

平
成

9
年
度
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

マ
検
査
期
間
平
成
問
年

2
月

2

日
か
ら

2
月

4
日
ま
で
マ
検
査
台

数

日

台

マ

有

効

期

間

切

れ

O

台

マ

問

い

合

わ

せ

商

工

課

(
E

⑫
5
3
9
5
)
 

火
災
が
多
発
す
る
時
期
で
す

火
災
予
防
の
徹
底
を
ノ
.

-上田市の出火状況(過去 5年)

年 出火 損害額 出火原因(ワース卜 3)
(平成) 件数 (単位:万円) 1位 2位 3位

5年 55 5，303 
放火・放火の こんろ

たき火
疑~¥ (消し忘れ)

6年 78 19，230 たき火
こんろ

たば!こ・花火
(消し忘れ)

7年 66 12，997 たき火
放火・放火の

焼却炉
疑い

8年 68 11，552 たき火
放火・放火の 火遊び・こんろ

疑い (消し忘れ)

9年 80 17，893 たき火
こんろ 焼却炉・

(消し忘れ) 電気コード

( 9年の出火件数80件は、昭和48年と同数のワース卜記録)

東部町文化会館
(固@3700)

【10】3. 

.3月29日(日)15:00/原信夫とシャーブス&フラッツ/入場料3500円
圃5月25日(月)18:30/久石譲.コンサー卜/入場料4000円(3月下旬発売開始)

J1i1llラ;i~'1乱



母子手帳発宥窓口が変更伝ノ
今まで市民課窓口で、行っていた母子手帳

の発行を、 4月1日より保健センタ-健康

相談室(市役所南庁舎2階)で行います。

同時に、専門担当者による健康相談も行っ

ていますのでお気軽にご利用ください。

マ問い合わせ健康推進課(固③8244)

へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
も
で

き
ま
す

0

.
住
宅
改
良
の
補
助
(
平
成
印
年
度

工
事
分
)

-
級
・

2
級

・
3
級
の
、
視
覚
ま

た
は
肢
体
不
自
由
の
身
体
障
害
者

(
閃
歳
未
満
に
限
る
)
の
か
た
が
日

常
生
活
の
向
上
の
た
め
、
住
宅
の
改

良
を
す
る
場
合
に
補
助
が
受
け
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る

か
た
は
、
工
事
費
用
見
積
書
と
改
造

部
分
の
見
取
り
図
(
改
良
前
と
改
良

後
)
を
持
参
し
、
福
祉
課
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

マ
補
助
金
額
(
平
成

9
年
度
の
場

合

)

工

事

費

ω万
円
ま
で
全
額

マ
そ
の
他
新
築
や
改
築
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
所
得
制
限
が

あ
り
、
一
定
の
基
準
を
超
え
る
場
合

や
、
補
助
決
定
前
の
事
前
着
工
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。
マ
問
い
合
わ

せ
福
祉
課
(
困

1
6
0
2
)

側
付
近
・
諏
訪
形
グ
ラ
ウ
ン
ド
付
近
・

常
田
付
近
)
マ
出
動
人
員

4
0

0
名
マ
問
い
合
わ
せ
消
防
部
総

務
課
(
圃
@
0
0
1
9
)

障
害
者
の
た
め
に
、
電
気
料
の
基
本

料
を
補
助
し
ま
す
。

マ
対
象
(
次
の
要
件
す
べ
て
該
当

す
る
か
た
)
①
市
内
に
お
住
ま
い

で
、
生
計
中
心
者
ま
た
は
そ
の
配
偶

者
が
視
覚
に
つ
い
て
身
体
障
害
者
手

帳
の

1
級
ま
た
は

2
級
の
認
定
を
受

け
て
い
る
②
契
約
電
気
容
量
が
幼
ア

ン
ペ
ア
以
下

-
人
工
透
析
の
通
院
費
補
助

(
平
成

9
年
度
後
期
分
)

人
工
透
析
の
た
め
の
通
院
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

マ
対
象
(
次
の
要
件
に
す
べ
て
該

当
す
る
か
た
)
①
市
内
に
お
住
ま

い
で
、
腎
臓
機
能
障
害
に
つ
い
て
身

体
障
害
者
手
帳
の

1
級
の
認
定
を
受

け
て
い
る
。
②
片
道

2
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
以
上
の
距
離
を
通
院
し
て
い
る
。

マ
補
助
申
請
申
請
さ
れ
る
か
た

に
は
、
必
要
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す

の
で
、

3
月
刊
日
制
ま
で
に
福
祉
課

「
千
曲
川
河
川
敷
」
で

火
災
訓
練
と
野
焼
き

••• 
消
防
団
で
は
、
大
規
模
山
林
火
災

想
定
訓
練
と
野
焼
き
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

マ
と
き

3
月
日
日
目
午
前

9
時

初
分

1
日

時

マ

と

こ

ろ

千

曲

川

河
川
敷
内
(
下
塩
尻
グ
ラ
ウ
ン
ド
付

近
・
半
過
グ
ラ
ウ
ン
ド
付
近
・
千
曲

町
グ
ラ
ウ
ン
ド
付
近
・
御
所
苑
の
北

身
体
障
害
者
の
皆
さ
ん

助
成
制
度
の
ご
利
用
を

••• 
・
視
覚
障
害
者
に
対
す
る
電
気
料
の

補
助
(
平
成

9
年
度
分
)

火
気
の
取
り
扱
い
が
困
難
な
視
覚

-

小

林

清

諏

訪

形

制

一

目

黒

束

三

郎

下

房

山

mm
一

百

瀬

ち

ょ

う

倉

升

卯

一

柴

田

イ

ク

上

室

賀

M
・

保

屋

野

昭

雄

保

野

ω
一

藤

沢

酒

造

男

八

木

沢

町

一

溝

口

和

子

城

北

関

口

清

水

節

子

石

神

日

・

石

塚

貰

海

野

町

円

一

羽

田

玲
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上回都市環状道路 l 
L供羅臼宗五五?とノ | 

県営球場入口から市道築地1号線(通

称神田農道)の区間が、 2月268から供

用開始になりました。ご利用ください。

マ問い合わせ 土木課(岡③51 26) 
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「市民総合窓口Jを開設します/
. 月 間 脚 ら4月3同は夜7時まで | 
=3 月~:]日 (土) ・ ~J 日 (自)も開設(午前8 時m分から午後 5 時ileî分まで)=

税額証明書¥個人の納税証明書および車検用軽自

動車税納税証明書の発行を受けられる自動交付機

を¥ しなの鉄道上田駅に設置しました。 これによ

り¥ 自動交付機は¥ 市役所 (正面玄関東側〉 と上

田創造館(正面玄関内)の 3台となりましたので

併せてご利用 くださ L¥O 

なお¥ 自動交付機を利用する場合は市民力一ド

と暗証番号が必要です。 カード発行については市

民課へお尋ねくださ L¥。

・問い合わせ 市民課 (固③ 5334)

転入や転出等の異動の際¥市での手続きをはじ

めとして¥電気、 ガス等さまざまな手続きが必要

となるため¥異動が集中する 3月16日(月)から 4月

3日(到まで¥ これらの手続きが同一フロアーで総

合的に行える「市民総合窓口Jを開設します。参

加する公益企業¥手続内容および実施期間等は別

表のとおりです。 引っ越し等を予定されている市

民の皆さん、企業の手続きと市の手続きが同一フ

ロアーで行えるこの機会に¥ぜひ市役所市民課に

お越し くださ L¥。

また¥住民票¥ 印鑑登録証明書、所得証明書¥

・市民課の窓口

し

課 所 名 手続内容 持参するもの 実施場所 実施期間と時間

異動届・死亡届・出生届・婚姻届等 平日午前 8時30分から午後

の受理、印鑑登録、外国人登録、住 印鑑、預金通帳、国 5時15分まで

市 民 課
民票・戸籍謄抄本の交付等、葬祭費・ 民健康保険証(加入

市民課窓口
3月23日(月)から 4月3日(劃

出産育児一時金の支給、国民健康保 している場合)、印 までの平日は午後 7時まで

険証の交付(戸籍届出は夜間、土曜 鑑登録証等 ( 3月28日(土)・29日(日)は開

日・日曜Eは一時預かり) 設します)

-担当課による出張窓口

E栗 所 名 手続内容 持参するもの 実施場所 実施期間と時間

国保年金課 国民年金に関する転入・転出の手続
印鑑・年金手帳(基 3月16日(月)から 4月3日後)

礎年金番号) までの平日

福 祉 諜 児童手当の申請・消滅に関する手続 印鑑 市民課窓口 午前 8時30分から午後 5時

15分まで

学校教育課 学校の指定に関する手続 印鑑 3月23日(月)から 4月3日佳)

税 務
所得証明・税額証明・資産証明・評

までの平日は午後 7時まで

3果
価証明・公課証明

印鑑 税務課窓口 ( 3月28日(士)・29日(日)は開

設します)

水 道
局 水道の使用開始・閉栓に関する手続、

銀行印、預金通帳

口座振替手続、水道料金の徴収
使用開始の場合 水道局窓口

-・・手数料

.公益企業による対応 (50音順・敬称略)

~ 業 名 手続内容 持参するもの 実施場所 実施期間と時間

ガスの開栓・閉栓申し込み、口座振
ガス使用料のお知ら

上回ガス側 せ票、銀行印、預金
替手続

通帳

上田郵便局 転入届、転居届 印鑑

N H K長 野 住所変更、衛星放送申し込み、口座 領収証、銀行印、預 3月23日(月)から 4月 1日(水)
放 送 局 振替手続 金通帳 市民ホール までの平日

電気使用の開始・廃止申し込み、口
電気ご使用量のお知 午前 9時から午後 4時まで

中部電力側
座振替手続

らせ票、銀行印、予員

金通帳

日本電信電話 電話の移転、復活、休止申し込み、
銀行印、預金通帳、

免許証等本人を確認
株) 口座振替手続

できるもの
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